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～講評～ 

Ⅰ 受容体をテーマとした問題であったが、酵素反応の阻害と同じ理屈で考察すればよいことに気付けたどうかが

勝負を分けただろう。 

Ⅱ 遺伝情報の発現に関する問題で、正しい知識があれば複雑な考察は要せず、得点しやすかった。 

Ⅲ 植物の生殖と遺伝に関する問題で、類題を解いたことがない受験生は、正解にたどり着くために注意しなけれ

ばいけないいくつかのポイントに気付けず、点を落としたのではないかと思われる。 

Ⅳ 浸透圧調節がテーマであり、難しい内容ではなかったが、クリアランス値を扱った経験のない受験生は戸惑っ

たかもしれない。 

Ⅴ 血液型をテーマとした遺伝と免疫の問題であり、必要な知識や考察自体は標準的であったが、問題文が意図す

ることや選択肢が表すことを正しく読み取る必要があった。 

Ⅵ・Ⅶ それぞれ、生態系分野から植生をテーマとした出題、そして進化と系統に関する出題であった。どちらの大

問も求められている知識や考察力は標準的なものであったが、植物や進化・系統に対する関心の薄い医学部受験

生は難しく感じたかもしれない。 

 

全体的に標準レベルの知識問題と典型的な考察問題で構成されており、高得点が狙えた。ただ、さまざまな分野

から広く出題されているので、苦手もしくは勉強不足の分野がある受験生は失点を増やすこともあっただろう。得

点目標は 7 割 5 分～８割といったところ。 


